
「読解力」育成 に果たす絵本の役割

一現代絵本 を使って 「文学的要素」 を教 える試 み一
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1　 国語教育学における絵本研究の必要性

　本稿 で は、わが 国児 童 ・生徒 の 「読解 力」育 成 のための教材 と して、絵本(主 に現代絵本)が ど

の よ うな有効性 を持つ のか とい うこ とを検討す る。 国語 教育学 にお ける この方面 の研究 は、近年 光

が 当て られ てきた領域 で ある。 従来 の国語教育研 究 において も、教材 として絵本 を用い た教材 開発

や授 業実践 はな され てきた。 しか し現 代絵本 が どの よ うな点 で 「読解力 」育成材(「 読解力 」を育成

す るための教材 ・学習材)と して有効性 を持つ のか とい うこ とについ て、読者反応 の分析 をふ まえ

た詳細 な研究 を進 める ことは十 分 にな されて い るとは言 いが たい現状 にあ る。

　英 米にお いて は、1990年 代 か ら展 開 され てきた ノー デルマ ンやニ コラエ ヴァ とス コ ッ トらの絵本

の理論 的研 究(ニ コラエ ヴァ とス コ ッ ト、川端 ・南訳(2011))な ど をふま えなが ら、 ロー ゼ ンブ ラ

ッ トらの 「読者反 応理論 」(Rosenblatt,1938/1995,1978:Beach,1993(山 元 訳,1999))を ふ ま えた研 究

が 、何 人か の研 究者 の手 によって展 開 され て きた。 キー ファーの 『絵 本の可 能性』(Kiefer,1995)に

は 、欧米 の代表 的な絵本 の技法 とそれ に対す る読者反 応 の実際 をも とに、視覚 的な知識 と経 験 とが、

鑑賞力 や解釈力 の伸長 に貢献す るものであ る ことが論 じられ てい る。そ の後、英 国の スタイルズ(谷

本訳2002)、 米 国のサ イプやパ ンタ レオ ら(Sipe,2008:Pantaleo,2008)に よ って、授 業 にお ける文 学的

理解 を深化 させ 、「読解 力」を育成す るための教材 ・学 習材 と しての現代絵 本 の価値 が掘 り下 げ られ

て いる。 さ らに、現代 の絵本研 究 につ いて は コロマ ー ら(Colomer　 et.al。,2010)に よ って英語 圏 を中心

に した新 しい絵 本研究 の概観 がな され てお り、現代絵本 につ いての現代 文学理論 を用い た読解 の可

能性 も示唆 され てい る。本研究 は これ らを授業理 論 の方 向 に発展 させ る もので あ る。

　稿者 は これ まで、 「読解 力」 を育 て る基盤 とな る 「グルー プデ ィスカ ッシ ョン」 で交わ され る反

応 のや りとりの分析 に も とつ いた研 究 を進 め(山 元,2006)、 「読解 力」 育成 のための足場 づ く りに関

す る基礎 的な研 究(山 元,2012)を 行 い、そ の足場 として の現代絵本 の重 要性 を考 察 し、英米 にお

ける現代絵本 の教育学 的、読者 反応理論 的研 究 をふ まえて、絵 本 『白黒』(マ コー レイ)等 を検討 の

主 たる対象 としな が らその 国語 教育学 的な意義 を掘 り下げ、 その成果 を集 約 した(山 元,2014)。

　 この よ うな稿 者 自身 の もの も含 めた従来 の研 究 の成果 をさ らに統合 し、現代絵 本 を一つ の焦点 と

して、「読 者反応理 論」の知見 をふま えつ つ、そ の 「読解 力」育成 に果 たす役割 と有効性 を明 らかに

して く研 究 が、わ が国にお ける学校 カ リキ ュラムの改革 の焦点 の一つ であ る、言 語活動 の充実 とい

う課題 に取 り組 む ために重要 であ る と考 える。

2　 研究の 目的

本稿は次のようなことをめざす研究の一環である。

1　 現代絵本研究に関する、主に文学理論をふまえた諸研究を手がかりとしながら、その国語教育
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及び リテ ラシー教育 にお ける意 義 を明 らか にす る(従 来、絵本 につい てはそ の文 芸的価値 につ いて

同種 の研 究 は見 られ るが、 国語 教育及 び リテ ラシー教 育にお け る意義 を加 えた考 察は ほ とん ど見 ら

れ ない)。

2.絵 本 と子 ども読者 との関係性 に着 目し、その かかわ りあい(transaction)の 実 相 を明 らかに し、子

どもの読む とい う行為 を解 明す る糸 口を明 らかにす る。

3.絵 本の特徴 とそ の読者 に対 す る呼びか け構 造 をふ ま え、幼児 か ら大学生 までの読者反 応 の分析

を手 がか りとして、 「読解 力」 を育成 してい くた めのそ の有 効性 を明 らか に し、 「読解力 」 を育 て る

た めの条件 を明 るみ に出す こ とをめざす。

　絵本 その ものの特徴 を、 それ らの文 学理論 をふ まえた研 究 を検 討す る ことによって 、ニ コラエ ヴ

ァ ら(ニ コ ラエ ヴ ァとス コッ ト、川端 ・南訳(2011))の 言 う、(1)「 対 称(symmetry)」 、(2)「 相 補

性(complementarity)」 、(3)「 強 化(enhancement)」 、(4)「 対 位 法(counterpoint)」 、(5)「 矛 盾

(contradiction)」 等 、現 代絵本 の多様 な技法 を明 らか に し、そ の 「読解力 」育成 にお ける意 義 を明 ら

か にす るこ とがで きる と考 え られ る。 それ は、読者 の積 極的 なかか わ りを呼び込 む絵本 の仕 掛 けの

解 明 と、それ を活用 した学習指 導 にお け る働 きか けを導 くこ とで もある。 現代絵 本 にそ なわ る 「読

解力 」育成材 として の有 効性 を明 るみ に出す と同時 に、その過程 で、「読解力」を育て るた めに必 要

な諸 条件 を浮 き彫 りにす るこ とがで きれば よい と考 えてい る。

3　 米国の コモ ン ・コア ・ス テー ト・スタ ンダー ド国語 科 と絵本 を使 った リテラ シー教 育

　 3.1　 リテ ラシー 教育 にお ける絵 本への注 目

　本稿 で は、米 国 の文 献 をも とに して考察 を進 めて いきたい。先 に も述 べた よ うに、英米 にお いて

は絵本 の理論 的研 究 に関す る著 作が1990年 代 以来数 多 く出版 され てお り、と りわ け現代絵 本 につい

て は リテ ラシー教育(読 み ・書 きの教 育)に お け る活用 の仕方 を研 究す る ものも少な くない。 た と

えば、フラン ク ・セ ラフィニ1は 、絵本 を リテ ラシー教育 で活用す る理 由を 「詩 的な文章 と心お どろ

かせ る絵が用 い られ る現代絵本 は、 た とえ書 き言葉 によ るものであ って も、学習者 の 内部 にそ の言

葉 を響 かせ て、た の しい文学体 験 をもた ら し、そ して何 よ りも、読者 に とって リス クのない形式 に

よって文学 と交流 でき るよ うにす る」 ものだ か らと述べ てい る(Serafini,2009)。 そ のほか にも、文の

構造や 発音発 声の しかた、言葉 選び 、会話、比 喩表現 な どのお 手本 を示 す もの として絵本 の持つ価

値 に注 目す る研 究者 も少な くない。

　 3.2　 コ モ ン ・コア ・ス テー ト・スタ ンダー ド国語 科

　 2010年7.月 に示 された米 国 『国語科 のた めの コモ ン ・コア ・ステー ト・ス タ ンダー ド(The　Common

Core　State　Standards　for　English　Language　 Arts)』2は 、子 どもの学力 を保 障す るための ものだ と考 え ら

1セ ラ フ ィ ニ の 研 究 に つ い て は
、第126回 全 国 大 学 国 語 教 育 学 会 名 古 屋 大 会(2014年5.月18日 、ウイ ン ク愛 知)

で の稿 者 に よ る 自 由研 究 発 表 「「読 解 力 」育 成 材 と して の 絵 本 の 有 効 性 」で 、彼 の最 新 の 著 作 で あ る 、Reading　 the

Visual:An　 Introduction　 to　Teaching　Multimodal　 Literacy(New　 York:Teachers　 College　Press,　Columbia　 University,2014)

を 中 心 に 、 「マ ル チ モ ー ダ ル ・ア ン サ ン ブ ル 」 と して の絵 本 の 、読 者 に対 す る呼 び か け 構 造 と、 絵 本 を モ デ ル 作

品 と した 単 元 展 開 例 に つ い て 考 察 した。 マ ル チ モ ー ダル な 読 み ・書 き能 力 を育 て る素 材 と して絵 本 を研 究 し よ

うと い う意 図 を そ な え た 研 究 で あ り、本 稿 と 問題 意 識 を 共 有 す る。
2こ の ス タ ンダ ー ドに つ い て は

、 そ れ が 公 表 され た 年 の 全 国 大 学 国語 教 育 学 会 で 、既 に 堀 江 祐 爾 に よ る検 討 が

為 され 、 継 続 的 に 考 察 が 続 い て い る(堀 江,2010,2011)。 本 発 表 で は 、 堀 江 の 考 察 して い る 米 国 の 新 しい 国 語 科

ス タ ン ダ ー ドに 対 して 、 ヴ ァ ン ・ザ イル ら が どの よ うに 対 応 し よ う と して い る の か と い う角 度 か ら考 察 す る も

の で 、 ス タ ン ダ ー ドの 考 察 そ の もの を 目的 と した も の で は な い 。 こ の 著 作 自体 、 堀 江 が そ の 考 察 に お い て 「今

後 の課 題 」 と して 指 摘 した 「この ス タ ン ダ ー ドが ど の よ うな授 業 実 践 を 求 めて い るの か 、そ の 事 例 」(堀 江,2010,

p,265)の 一 つ で あ る と考 え られ る。
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れるが、これに対 して教育現場はどのように対応するか迫 られているようである。

らは次のように言 う。

ヴァン ・ザイル

　 コモ ン ・コア ・ステー ト ・ス タンダー ド国語 科 に対 処す る ことが次 第 に強調 され るのに ともな

って、教 師た ちは とくに、子 どもたちが物語 の意 味を理解 し、それ を伝 える上で、文学 的要素 と

技 法 が大切 な役 割 を果 たす のだ とい うこ とを子 どもた ち 自身 がわ か る よ うに導 いて い く とい う

難題 に直 面 して います。子 どもたちの思考 をかた ちつ くって、お しひ ろげる多彩 な推論 を可能 に

す るた め、彼 らが言 葉 とその書 かれ た とお りの意 味を超 えて読む こ とがで きる よ うに して あげる

こ とこそ 、私た ちの 目指す ところなのです。(Van　Zile,　Napoli&Ritholtz,2012,p.4)

　 コ モ ン ・コア ・ステー ト・ス タンダー ド国語 科は 、幼 稚園 の5～6歳 児 か ら12年 生(日 本 の高校

3年 生)ま でに付 け させたい 国語 の学 力 を把握 しやす い よ うに編成 し、提 示 した もので あ る。特 に

フィクシ ョンの読み について は、学年 ごとに、 「重要 な考 えや細部(Key　 Ideas　and　Details)」 「技 法や

構造(Craft　and　Structure)」 「知識 と思考の統合(lntegration　of　Knowledge　 and　Ideas)」 「文 章の複雑性 の

幅 とレベル(Range　 of　Reading　 and　Level　ofText　Complexity)」 と い う四つ の項 目3を 立て て、全部 で10

の 能力 記述 を行 い、学 習指導 の 目安 にな るよ うに構成 されて い る。 とい うふ うに書 く と、要素学力

の一 覧表の よ うに響 くか も しれ ない が、 けっ してそ うではな い よ うである。小学校6年 生か ら高校

生 までの段 階につ いて、 リチ ャー ド・ビーチ らは次 のよ うに言 う。

　 国語科 の教師 として とて も大切 なのは、書 くこ と、話す こ と、 聞 くこと、 そ して読 む ことをそ

れ ぞれ別 々の活動 として扱 うの ではな く、有 意味 にかつ継続 的 に、 どの よ うに してそれ らを総合

す るのか考 えて い くこ とであ る。 コモ ン ・コア ・ステー ト・ス タンダー ドには、それ ぞれ の活動

のス タンダー ドが別 々 に示 され てい るが、優 れた指 導で は、各々 の活 動が相互 に支 え合 うもの と

して捉 え られて いる。た とえば、物語 や戯 曲や詩や 、あ るいは文学 的ジ ャンル ・情報 的ジ ャンル

のすべて を読ん でい くにつ れて 、児 童生徒 た ちは、それ らのジ ャンル の約束 事につ いての知識 を

手 に入れ る ことを通 して 、作 品 の 〈意味 を統 合す る〉 こ とや 〈意味 を関連づ け る〉 とい うリテラ

シー実践 だ けでな く、 〈さま ざま な出来事 を構成 す る〉 とい うリテ ラシー実践 に取 り組む よ うに

い ざなわれ るこ とだろ う。 そ こでは読む こ とに よって、物語や 戯 曲や 詩や その他 の ジャ ンル の文

章 を 自分 の手 で書 くた めの手助 け とな るよ うな知識 や スキル が獲得 され る こ とにな る。 そ して、

さま ざまなジ ャンル の文章 を書 くにつれて 、児 童生徒 たち は 〈アイデ ンテ ィテ ィを構 築 し演ず る〉

とい うリテ ラシー 実践や 〈作品 とその対象 を構成す る〉 とい うリテ ラシー実践 を使 って、 これ ら

の作品 をつ く り出そ うとして作家 たちが採用 して いる さま ざまな技 法につ いて学習 し、そ のこ と

に よって 、作品 を読み、解 釈 し、あ じわ うた めの 自分の能力 を高 め るので あ る。(Beach,　et.al,2012,

p.116)

　肝心なことは、それ らの要素 をどのように有機的に結びつけるか ということであ り、 これは、単

元学習を進めるなかで、学力をどのようにつけていくのかとい う問題 と基本的に重なるものである。

　 とりわけ小学校中学年か ら中学生段階にかけては、重要な考 えや細部、技法や構造、に関 して、

3　 「項 目」 の 訳 語 は
、 堀 江 祐 爾(2010)に 従 っ た。
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多 くの基本的事項を学ぶ必要が生 じる。先にヴァン ・ザイル らが使 っていた用語で言えば 「文学的

要素 と技法」の問題である。

4　 コ モ ン ・コア ・ステー ト ・ス タンダー ド国語科 と リテ ラシー教材 と しての絵 本

　 『コモ ン ・コア ・ステー ト ・ス タンダー ド』 の登場 に よって生 じた 「文学 的要 素 と技法 が大切 な

役割 を果たす のだ とい うこ とを子 どもた ち 自身 がわ かる よ うに導 い てい くとい う、難題」 に応 じて

い くため に どの よ うな方策 が採 用 され てい るのか。本稿 では 、 この指摘 を行 った ヴァン ・ザイル ら

の実践 的提案 を取 り上げ、分析 す るこ とで解 明 して いきたい。 この 「難題 」 が、国語科教 育で文 学

作 品を用い る ことで、児童生徒 に どの よ うな 「読解力 」を身 に着 けさせ る こ とがで きるのか とい う

問 いを解 く一 つの鍵 にな る と考 えた か らで ある。

　 ヴァン ・ザイル らの取 り上げ る 「文学 的要素(Literary　Elements)」 とは、「舞台設 定(Setting)」 「視点

(Point　ofView)」 「筋(Plot)」 「登場人物 の造型(Characterization)」 「テーマ(Theme)」 「伏線(Foreshadowing)」

「回想(Flashback)」 「比 喩表現(Figurative　Language)」 の 八つ の要素で あ る。 もちろん これ らの 「文学

的要 素」 は、詩 や小説 な どのフ ィクシ ョンの文 章 に頻繁 に用 い られ る。 しか し 「子 どもた ちの思 考

をかたちつ くって、 お しひ ろげ る多彩 な推論 を可能 にす るた め、彼 らが言葉 とその書かれ た とお り

の意 味を超 えて読む こ とが でき るよ うに して あげ るこ と」が教 師側 の 目標 で ある と して も、すべ て

の子 どもが そ うい うこ とをす ぐに文字 だ けで書 かれ た作品 につ いて できるわ けではない。「書かれ た

とお りの意 味を超 えて読む」 とは ど うい うこ となの か とい うことを知 る きっかけが必要 で ある。

　 ヴァン ・ザイル らはそ こで現 代絵本 に注 目した。

　質の高い絵本は、意味を作 り、す ぐれた書き手が自分の文章で使 うさまざまな技法を学び、さ

まざまな文学的要素を探究す る多彩な機会を読者たちにもたらします。ス ミスとウィルヘルムは

その著作 『文学的要素の新 しい指導法』(Smith&Wilhelm,2010)の なかで、文学的要素を探究 し

ながら意味を形成すべ く積極的に作品に取 り組むことの重要性 を強調 しています。 リテラシーに

関する彼 らの研究を手引きとして、私たちは子どもたちがある作品を読む ことか ら学んだものを、

他の作品を読む際にも転移 させることができるような支援を、どうすればできるのかとい うこと

を理解することができました。さまざまな文学的技法を確認 した り、そ うした技法の持つさまざ

まな効果を調べることによって、子 どもたちにも文学的な分析ができるように教えていくことに

よって、彼 らが 自分で解釈を組み立ててい くために必要 となる、読んだ り推論するための多様な

スキルが高められることになるのです。(Van　Zile　et.al,2012)

　文中に引用 されているス ミスとウィルヘルムの 『文学的要素の新 しい指導法』は、中等教育段階

を対象に した著作である。彼 らのこの著作では、「設定」「視点」「登場人物」「主題」の四つの 「文

学的要素」が扱われ、それぞれの 「文学的要素」を調べた り、探ったりしなが ら、意味を作る方法

を個々の学習者 に獲得 させるための単元構成や授業展開の仕方について具体的に記述 されているが、

その著作のなかで重ん じられていた概念が 「転移(transfer)」とい う概念であった。　Aと い う作品か

ら学習したXと い う要素のことを、Aと は異なるBと い う作品に、 自分で適用す ることができたと

きに、そのXと い う要素についての知識が、その学習者に とって知識を得るための有効な方法 とな

るのであ り、「転移」が起 こった と言 うことができる。スミス とウィルヘルムが重ん じたのはこのこ
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とであ り、 それ は 「宣言的知識 」(内 容知)の み の獲 得 ではな くて 、む しろ 「手続 き的知識 」(方 法

知)の 獲得 を伴 う営 みで ある。

　 ヴ ァン ・ザイル らは、ス ミス らの言 う 「文学 的要素 」に 関す る 「転移 」 を、小 学校 中学年 か ら中

学生 までの レベ ル で有 効な かた ちで 引き出す ため に、多彩な現代絵 本 に注 目 した。 そ の成 果の一 つ

が 、本 稿で考 察の対象 とす る 『8つ の文学的要 素 を教 え るた めに さま ざま な絵本 を使 う』(Van　 Zile

et.al,2012)で あ る。

　 この著作 の内容 は次の よ うな ものであ る。

はじめに

コモン ・コア ・ステー ト・スタンダー ドとの関係

第1章 　舞台設定

　授業1:舞 台設定の変化一暴かれた真実

　授業2:作 文における雰囲気づ くり

第2章 　視点

　授業3:二 つの違った視点

　授業4:視 点一別の見方一

第3章 プロッ ト

　授業5:プ ロット構造

　授業6:登 場人物の対立葛藤 を調べる

第4章:登 場人物の造型(性 格描写)

　授業7:作 者の意図を理解するために登場人物を分析す る

　授業8:ほ ら話の人物の特徴を分析する

第5章:主 題

　授業9:タ イ トル と主題 とを関連づける

　授業10:た くさんの色の主題

第6章:伏 線

　授業11:四 つの声のなかの伏線

　授業12:伏 線を捉えるために繰 り返 しや押韻を使 う

第7章:回 想

　授業13:時 間の回想

　授業14:さ まざまな夢をともなった回想

第8章:比 喩表現

　授業15:直 喩

　授業16:誇 張

　 「文学的要素」を 「転移」 させるために絵本 を用いた16の 授業例が示されている。 この著作の

分析をもとにして、「文学的要素」を教えるために彼女たちが どのような絵本をいかように使お うと

しているのかとい うことや、それがコモン ・コア ・スタンダー ド国語科の要請にどのような点で応

えるものになっているのか、そして絵本 を使った営みがどのように他の作品を読む力に 「転移」 し

ていくのか とい うことを考察 したい。

　以下では、本書に示 されている多彩な授業例の うち、「授業7　 作者の意図を理解するために登場
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人物を分析す る」 と 「授業11　 四つの声のなかの伏線」を取 り上げて考察する。

5　 『8つ の文学的要素を教えるためにさまざまな絵本を使 う』の考察

　 5.1　 作者の意図を理解するために登場人物を分析する　一 『スパイダー屋敷の晩餐会』一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校の中学年あた りからの課題 として、登場人物 を

分析する力をどのように育ててい くのか とい う問題があ

る。たとえばシェル ・シル ヴァスタインの 『おおきな木』

(本田錦一郎訳、篠崎書林、1976年)を 読みなが ら、り

んごの木に同情するだけでなくて、次第に 「少年」に対

す る批判の言葉が増加する転換点は中学年であ り、読者

反応の質的な転換が生じる時期でもある(守 屋,1996;

山元,2005)。 中学年か ら高学年にかけての時期に、登場

人物の造型について吟味する方法を身につけることは、

物語 を読む力を育てるというばか りでな く、テレビ番組

や映画を含めた さまざまなフィクションにおける登場人

物の性格描写か ら作者 の意図を推 し量る基礎 となる。

　 日本の小学校国語教科書では、『おおきな木』同様に、二人か三人の少数の登場人物のあらわれ

る作品が少なからず文学教材 として使われてきた。その点で、ヴァン ・ザイル らの示 した、絵本 『ス

パイダー屋敷の晩餐会』を使った登場人物の性格描写に関する授業は、登場人物の性格描写か ら作

者の意図を推 し量 り、そこから作品の主題を捉えていく大きなヒン トを学習者にもた らすに違いな

い。

　 『スパイダー屋敷の晩餐会』には、スパイダーとフライ嬢 とい う蜘蛛 と蝿が主たる登場人物 とし

て登場する。スパイダーの巧妙な好計にとらわれていく無垢なフライ嬢の姿が描かれていくわけで

あるが、それが何を象徴 しているのかとい うことを、ページを繰 るごとに読者は考えざるをえない。

第4章 　登場人物の造型(性 格描写)の 冒頭で、ヴァン ・ザイル らは次のように述べる。

　性格描写は、作者が一人の登場人物を創 り出すために用いる方法のことです。 とくに、作者は一

人の登場人物をこしらえるために、六つの技法を使 います。つま り、その人物は他の人物たちとど

のよ うに関わるのか、その人物は何を話 しているのか、何をしているのか、何を考えているのか、

何を感 じているのか、そ して何に似ているのか、の六つです。

　登場人物を注意深 く分析するためには、その作品にもとついたい くつ もの推論を していくことに

な ります。 さらに、登場人物たちの さまざまな行動や、彼 らが学んだことや、変化の模様 を観察す

ることによって、読者たちは、その物語のテーマを発見することができるようにもなるでしょう。

このように、登場人物の研究を通 して、読者は自分 自身の作品理解 を深めるのです。

作者が人物造型のために、ここで言われている 「六つの技法」をどのように使っているのかとい

うことを知ることがここでの目的である。『スパイダー屋敷の晩餐会』では、スパイダー とフライ嬢

とい う対照的なキャラクターが設定 されているので、こうした分析 を行 う素材 として有効性が高い

とみなされて選択されたと考えることができる。 ヴァン ・ザイル らの示す授業の手順は次の通 りで
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あ る 。

授業7:作 者の意図を理解するために登場人物を分析する

モ デ ル 作 品

『ス パ イ ダ ー 屋 敷 の 晩 餐 会 』(ト ニ ー ・デ ィ テ ル リ ッ ジ 作

訳 、 文 渓 堂 、2008年)Simon&Schuster,2002,　 pp.40

メア リー ・ハ ウイ ッ ト原詩 別所 哲也

　 この、 メア リー ・ハ ウイ ッ トの有名 な詩 のイ ラス ト版 は、疑 うこ とを知 らない見栄 っ張 りの蝿 の

「フライ嬢」 を捕 ま えて食べ る、利 口な蜘 蛛 「スパ イ ダー 」の風変 わ りな行動 を描い てい ます。 デ

ィテル リッジは、この二人 の登場人物 の個性 を捉 えるた めに、銀 と黒の ダブル トー ンを も とに して 、

白黒 の グア ッシ ュで描 いてい ます。狡猾 な 「スパ イ ダー」 は、 口ひ げを生や して、パ リッと したス

ー ツの身 な りを しています。一 方、無垢 な蝿 の 「フ ライ嬢 」は、房飾 りの付 いた ドレス を身 に纏 い、

まつ げが ぱっち りとしてい ます。 こ うした驚 くほ ど細や かに描かれ た細部 に よって、「スパ イダー」

が フライ嬢 に 「わが家 の居 間 にお立 ち寄 りに な りませ んかな?」 と言 っ て導 き、不幸 に も彼 の狡猾

なや りかた の犠 牲 にな るまで のあい だのサスペ ンス を作 るの です。

中心問題

　登場人物の性格描写を分析す ることによって、読者は作者の意図についてどのようにくわ しくな

るのだろ うか?

準備運動

　クラスの児童たちにこの本を見せる時に、この絵本は最近出 されたばかりだけれ ども、本のなか

の言葉は100年 以上前のものだと説明します。詩人メア リー ・ハ ウイッ トはこの 「教訓話」を1888

年に書きました。

　児童たちに、隣 りの誰か と一緒に、「教訓話」 とい う言葉の意味をすばや く考えるよ うに言いま

す。そ して、考えたことをクラスの児童たちと共有するように求めます。ここでのディスカ ッショ

ンでは、作者の目的が私たちに何 ごとかを警告するような話のことだとい うことを理解 します。作

者は、この物語の登場人物たちを使って私たちにある警告を しているのですが、それは登場人物の

言葉や行動に込 められた警告を私たち読者が発見できるかどうかにかかっているのです。

　 「教訓話」用紙 を配布 します。そこに書かれている指示を読み上げます。児童たちに、グループ

になって、教訓話のシナリオをいくつか考えるように求めます。ここでは、最初の箱に書かれるか

もしれない例を示 します。

　　教訓のサイン例#1

　　　休みだか らといって手放 しで喜べるものではない!登 場人物たちは、財布をな くし、日焼け

　　　 して、飛行機のチケッ トをなくした、新婚旅行のカップルかもしれない。

指導 手順

1.ト ニー ・デ ィテル リッジの 『スパイ ダー屋敷 の晩餐会 』 を読み 聞かせす る。 も し可能 な ら、実

　物 投影機 を使 ってス ク リー ンに作 品を映す。児 童 たちには、 聞いてい るあいだ 、この本の絵 の細

　部 を注意深 く見 るよ うに言 う。会話文 の周 囲に張 り巡 らされ た 「スパイ ダー」の巣 がだん だん と

　太 くな ってい き、 「スパ イ ダー 」が ゆっ く りと獲物 を罠に掛 けてい くにつれ て 、編 み あわ され て

　 い くこ とに注意 させ る。

2,エ ピ ロー グ とな ってい る、 「スパ イ ダー 」か らの手紙 を読 む前 に、最初 の頁 に戻 って、 あなた
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　が本 文 を読 む あいだ、児童 たち に 「スパイ ダー 」 と 「フライ嬢」役 を演 じる よ うに言 う。 こ うし

た表現読 み(expressive　reading)に よ って、理解 が深 まる ことを覚えてお くよ うに言 う。

3　 読 んで い る問 に次 の よ うな ことを質問す る。

　 ・「少 しの間、おや すみ にな るのな ら、ふ とん で しっか りと、包 み こんで さしあげます そ」 と言

　った時の 「スパイ ダー」 は誠 実 なので しょうか?　 ど う思 います か?

　 ・「スパイ ダー」の話 は不信感 を生み 出 してい る と思 いますか?

　 ・「フ ライ嬢 」 は言 葉 の上で は 「スパ イ ダー」 の親 切 を断 ってい ます が、 その信念 を守 り続 け る

　 と思い ます か?　 ど うしてそ う思 う?　 ど うしてそ う思 わない?

　 ・最後 に 「フライ嬢 」がお世 辞 に降参す る原 因 になったの は何 で しょ うか?　 (原 因 は 「姿見 」)

4　 児童 た ちをペア に して、 「登場人 物の ウェブ」用紙 を配布 します。誰 が 「スパ イダー の ウェブ」

　に書 き込 み、誰が 「フ ライ嬢 の ウェブ」に書 き込む か、決 め ます。 用紙 の指 示 に従 って、それ ぞ

れ の人物 につい ての分析 を二人 で一 緒 に考 え るよ うに言い ます 。 も し必 要な ら、本 を見 るよ うに

　言 います。

5　 この よ うに して書 き込ん だ ウェブ を、ク ラス で共有 します。 タイ マー をセ ッ トして1分 ごとに

鳴 るよ うにセ ッ トした と説 明 します。時 間が来 てタイマー が鳴 るの を聞い た ら、そのたび ごとに、

　 「スパイ ダー」役 のひ とは、それ まで とは別 の 「フライ嬢 」役 のひ とを見つ けて 、 ウェブに書 き

込 んだ考 えを共有す るこ とにな るのです。

ま とめ

　読 みの ジ ャー ナル 〔訳 注:学 習者 が毎 時間つ け る読 書 ノー トの こ と〕 のなか に、 「スパ イダー 」

か 「フライ嬢」 の どち らかの性格 ・特 徴 を、下に記 した よ うない くつ かの作者 の役割 か ら一つ を選

ん で、その角度 か ら論 じる よ うに求 めます。登場人物 と して書 く時 に、登場人 物た ちの 目的 を よく

考 える よ うに児 童 たちに意識 させ ます。作者 た ちの 目的 は、読者 が登場 人物 について信 じるよ うに

な る ことに影響 を及 ぼす ものです。

　 ・あな たは新 聞記者 で、 「フライ嬢」殺 人 につい ての一 面記事 を書 いてい る ところです。記 事 を

　書 くときに想 定す る受 け手 は、そ の新 聞 の読者 た ちです。

　 ・あなたは シャー ロ ッ ト(E・B・ ホ ワイ トの 『シ ャー ロ ッ トのお く りもの』の)で 、正直 であ る

　 こ との大切 さにつ いて手紙 を書い てい る ところです。 あなた のい とこであ る 「スパ イ ダー 」がそ

　 の手紙の受信 者 です 。

　 ・あなた は 「スパイ ダー」(あ るいは 「フライ嬢」)で 、忙 しか った 日の 日記 を書い てい る ところ

　 です。

　絵本 『スパイダー屋敷の晩餐会』は、登場人物 を分析する方法を学ぶための 「モデル作品」 とし

て位置づけられている。そ して、必ず しも 「登場人物」について知ることだけが授業の内容になっ

ていないことに注意を払 う必要がある。登場人物の造型を多角的に分析することによって、作品そ

のものの主題に迫る授業内容になっているが、それだけでな く、多彩な活動が盛 り込まれているこ

とにも注意が必要である。『スパイダー屋敷の晩餐会』とい う絵本単体の解釈にとどまっていないと

ころが特徴的である。授業の 「中心問題」が 「登場人物の性格描写を分析することによって、読者

は作者の意図についてどのようにくわしくなるのだろ うか?」 であるとい うところに、そのことが

よくあらわれている。

　授業の進行については 「準備運動」「指導手順」 「まとめ」の三段階で提示されている。
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　 「準備運動」は作品のジャンルに関する知識にかかわるものであ り、『スパイダー屋敷の晩餐会』

が詩人メア リー ・ハウイ ッ トの教訓詩にもとついたものであることを前提 とした活動である。「教訓

話」用紙 〔付録2〕 を使いなが ら、記号が示す意味を考 えさせる活動を通 して、「教訓のサイン」の

あらわすことがらを読み取 らせ、モデル作品の示す教訓について考えさせ る手がか りとしているの

である。

　 「指導手順」では、「読み聞かせ」(指導手順1)、 二度 目の 「読み聞かせ」の問に登場人物の行動

を 「演 じる」 「表現読み」(指 導手順2)、 教師か らの 「質問」に答える(指 導手順3)、 ペアになっ

て 「登場人物のウェブ」〔付録3〕 に書き込む(指 導手順4)、 「登場人物のウェブ」に書き込んだ内

容を他の学習者 と共有する(指 導手順5)、 とい う学習指導の過程が具体的に示 されている。いずれ

も、絵本の登場人物の描かれ方から各 自が読み取ったり、解釈 した りした内容を、他の学習者 とや

りとりしながら、具体的にとらえることができるように活動が仕組 まれている。

　 「まとめ」は書 く活動である。「読書のジャーナル」に、「指導手順」に書かれていた活動を通 し

て各 自が頭のなかで考えた登場人物像をもとにして、いわゆる一種の書き換え学習4が行われている。

最初の活動例では、新聞読者を想定 しなが ら書 く新聞記者 になることが、また、二番 目の活動例で

は、蜘蛛が中心人物であると考 えることのできる、E・B・ ホワイ トの 『シャー ロッ トのおくりも

の』(鈴 木哲子訳、法政大学出版局、1982年)と の関連づけをはか りなが ら、「スパイダー」に手紙

を書 くことが、そ して、三番 目の活動例では、登場人物にな りきって 「日記」を書くことが、それ

ぞれ想定されている。いずれ も、この授業を通 して頭のなかにつくり出した登場人物像をもとにし

て書 く活動が、授業のゴール とされているのである。登場人物の分析の向か うべきゴールが明瞭に

されている点が重要である。

　 5.2　 四つの声のなかの伏線　一 『こうえんで...四 つのお話』一

　 第6章 で は 「伏線」が扱 われ てい る。foreshadowing

が も との英語 だが、 「予示 」 「予告 」 とも訳 す こ とが

で きる語 で あ り、ア ン ソニー ・ブ ラウンの 『こ うえ

ん で...四 つ のお話 』(久 山太 市訳 、評 論社 、2001

年)を 教材 と した授 業llで も、あ らか じめ絵や本 文

にそ の後 の 出来 事が暗示 され ていた り、明示 され て

い る部 分に気づ かせ る学習が展 開 され てい る。

　 これ は、「伏線 」が 張 られて いないか ど うか に注意

して読 む力 を育 て よ うとす るもので、 もち ろん物語

や小説 を読む 際に も生 き るものであ る。少 な くとも、

作者 の仕 掛 けを注意深 く考 える姿勢 を育 て るこ とが

可能 であ り、この授 業llの ところ にも書 かれ てい る

よ うに、「舞 台設 定」や 「登場人 物の個性 」を意識 し

て い くこ とに もつ ながってい く。

この 「伏線 」 につ いて、章 のは じめに次の よ うな コメ ン トが示 され てい る。

伏線 とは、物語の後半で起 こるはずのことについてのヒン トとするために作者が使 う手がかりの

4こ の活動は
、府川源一郎 ・高木まさき編著 『認識力を育てる 「書き換え」学習』(東 洋館出版社、2004年)に

言 う、「読む活動の中の 「書き換え」」にあたる活動だ と言えるだろ う。
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ことです。書き手たちは、 自らの本の読者たちの期待感を形成 し、サスペンスを生み出すために、

伏線を使います。次に起こるに違いない何かについての期待感を作 り出すことによって、物語には

劇的な緊張感が加 わるのです。

　 『ヘンリー ・ブラウンの誕生 日』(エ レン ・レヴァイン作　カディール ・ネル ソン絵 　千葉茂樹訳

すずき出版　2008年)は 、児童たちに伏線のことを最初に教えるのにとてもいい例の一つです。と

い うのも、この本には、物語の重要な出来事の伏線 となる、言葉の手がか りと視覚的な手がか りと

が示 されているか らです。

　一つの作品のなかの伏線を見つけさせ るために、児童たちには次のように働きかけるとよいでし

ょう。

・普通ではないので目立つ細部や、感情的に重要だ と思われる細部に気づく

・将来のことに関係す ると思われる語句を探す

・ムー ドや舞台設定の変化を観察する

・ス トー リー と象徴的な関係を持つ と思われるモノに目を向ける

・語 り手やその他の人物が示す、予言のような発言に注意する

　伏線に気づいて、それを理解することによって、読者たちはその素材についての理解を深 めてい

きながら、よりよい予測をすることができるようにな ります。

　 「伏線」を見つけるとい う営みが、作品に込められた著者のメッセージを解読する重要な手がか

りになるとい う示唆が、とくに後半部分に示 されている。これは、物語や小説を読む際に、優れた

読者が使 う理解のための方法の一つであると言 うことができる。アンソニー ・ブラウンの絵本の場

合、言葉のス トー リーだけでなく、絵のス トー リーや、描かれた絵 の細部にさまざまな仕掛けが施

されていて、注意深 く読めば読むほど、作品に込められたメッセージを読者が解釈する手がかりを

見つけることができる。ヴァン ・ザイル らは 『こうえんで...四 つのお話』にはそのようなブラウ

ンの仕掛けがは りめぐらされていて、読者が 「伏線」について学ぶ恰好の素材であると判断 したの

である。

授業11　 四つの声のなかに伏線を捉える

モデル 作品

『こ うえん で_　 四つ のお話』(ア ンソニ ー ・ブ ラ ウン作 ・絵 　久 山太市訳 　評論社)

DK　Publishing,1998,　 pp.32

　一見 して、このシンプルなス トー リーは、公園での一 日についてのス トー リーです。しか し、注

意深 く読んでみると、同じ日の同じ時刻のある一つの出来事を、異なった四人の公園訪問者たちの

視点から語ったものです。お高 くとまっていて、裕福な母親が、 自分のシャイな息子 と血統のよい

飼い犬を連れて公園にやってきたちょうどその同じ時刻に、失業中のある父親がおてんばな娘 と雑

種の飼い犬を連れて午後の散歩に出かけてきたのです。最初に話す登場人物は、それに続 く人物の

思考 と行動を予告 しています。アンソニー ・ブラウンの絵は、彼の作品と相まって、それぞれの登

場人物のユニークな視点を反映させているだけでな くて、次にくる出来事の伏線 になっているので

す。

中心問題

　 :1



一つの絵本の文 と絵の両方に仕掛けられた伏線 を、読者は どのように分析するか?

準備運 動

　 クラスの児童 た ちに向 けて、平凡 な人間 か ら非 日常 的な存在 に変身す るスーパー ヒー ローた ちに

つ いて考 える よ うに言 います。 スーパー マ ンや スパ イ ダー マ ン、バ ッ トマ ン といった クラスの児童

た ちにお な じみの スーパー ヒー ロー たちの リス トを見 てブ レイ ンス トー ミングを します。

　 クラス全体 か小 グル ープ で、児童 た ちに、スーパー ヒー ローの隠 され た アイデ ンテ ィテ ィを発 見

す るため に、人 々が使 うことがで きるに違 い ない手が か りの リス トを作 らせます。 た とえば、 クラ

ー ク ・ケ ン トはいつ も
、危機 が起 こる時には姿 を消 します。 それ に、眼鏡 がなけれ ば、彼 の顔 はス

ーパ ーマ ンにそ っ くりです
。

　 クラスで手 がか りの リス トを作 り終 わ った ら、 こ うい うものが伏 線 の例 で あって、伏線 とは、そ

の物 語 で後 に起 こ るこ とについ て の ヒン トや 手が か りを与 え るため に作者 や映 画 のプ ロデ ューサ

ー が使 うものだ と説 明 します
。 この場合 に、 さま ざまな手 がか りはそ の登場人物 の変身 と関係 して

い て、変身 がな され るのは、危 険 な状 況や 出来 事が生 じた時 なのです。

指導手順

1.ス ーパー ヒーロー ・コミックブックのク リエーターのような多 くの作家たちが、物語のなかの

　未来の出来事の手がか りを提供するために伏線 を使 うとい うことを、児童たちに説明 します。児

　童たちに、伏線 とい うものはしばしば一つの作品の最初の方にあるものだと話 します。文章の細

　部 と絵の細部の どちらにも、次に起 こることの伏線があ りうるのだと注意を促 します。

2.『 こうえんで_　 四つのお話』を読み聞かせす る前に、児童たちに、この物語は四つの部分 に

　分けて書かれていて、それぞれの部分では、それぞれ別の語 り手が、みんな同じ一つの出来事、

　つま りある日の公園での散歩の 自分版 をこしらえている、と教 えます。そして、絵によく注意す

　るように指示 します。 とい うのも、この本の絵にはたくさんの伏線が張られているからです。

3.実 物投影機 を使って、この本の表紙カバーをスクリーンに投影 します。そ して、本を掲げて、

　児童たちに見せます。そ して質問するのです。ここに描かれている二人の人物についてみんなは

　 どうい うことがわかる?こ の男の子が手に持っているものは何?こ の女の子 とはどんな関係な

　のかな?こ の男の子 と女の子 との関係は二頭の犬同士の関係 と何か似ているのかな?

4.「 さい しょの話」の部分を児童たちに読み聞かせます。読み聞かせた後、さいしょの声の伏線

　 とい う用紙を配布 します。一緒 になって、伏線の例を見つけて、それが どんな出来事 を予告 して

　いるのかを考えます。

　　予想 され る反応の例は次のようなものです。

作品の部分 伏線の例 予告された出来事

さい しょの話 何かを呼んでい る木々

ヴィク トリアが消える

血統の良い犬が雑種犬 と出会 う

母親が息子を呼んでいる

チ ャールズが消える

裕福で、身だしなみのいいチャールズ

が粗末な身な りの子 どもと出会 う
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5　 児童たちにペアになるように言います。読み聞かせを続 けて、四つの部分ごとに立ち止ま りま

す。それぞれ立ち止まった ところで、パー トナーと伏線や関係す る出来事 を集めて、見つけたら

　自分の用紙に記録 させます。

6　 全部読み終わったら、クラス全体で、ペアごとに一つずつ手がかりと出来事を発表 します。

ま とめ

　クラスで、この物語に新 しい声を付け加えるとしたらどうす るかブレインス トー ミングします。

た とえば、ヴィク トリアの声 とか、アルバー トの声 といったように。ホームレスのサンタさんとか、

母親の帽子 とか、空飛ぶ像 とか、あま りはっき りとしないことがらも思い出させます。

　 リス トか らいろいろな声の一つを選んで、それを使って 「五番 目の話」と題 された新 しい 「章」

を作るよう教えます。児童たちには、その 「五番 目の話」にもこの作品にあるような伏線 を仕組む

ように指示 します。

　児童たちには、この本の トーンと合わせ ようとすれば、舞台設定や登場人物の個性をしっか り考

えていく必要があると強調 します。伏線を仕組むためには、言葉選び と感情が大切だ とい うことを

思い出させます。

　児童たちにその 「五番 目の話」のイラス トを描いてみるよ うに促 します。小 グループでそれぞれ

の 「五番 目の話」を共有 して、聞き手たちに伏線 を探 させて もいいでしょう。それが終わったら、

児童たちの作った物語を教室の周 りの壁に展示 します。

　 中心問題 「一つ の絵 本の文 と絵 の両方に仕掛 け られ た伏 線 を、読者 は どの よ うに分析す るか?」

に答 えてい くた めに、作品 の冒頭 部分 の絵 を細 か く分析 させ る ことによって、登 場人物 た ちの 関係

や 、それ らが何 を象徴 してい るのか とい うこ とを学習者 が考 えてい くこ とがで き るよ うに、授業 が

構想 されて い る。「準備 運動」にはア メ リカの 「平凡 な人間か ら非 日常 的な存在 に変身す るスーパ ー

ヒー ロー」 ものの メデ ィア作 品 を想起 して、 それ らの 「スーパ ー ヒー ロー」 の 「隠 され たアイ デ ン

テ ィテ ィ」 を考 えさせ るこ とで 「伏線 」の理解 を促 してい る。 いわ ゆる 「変身」 もの の作 品 は 日本

にも 「ウル トラマ ン」シ リーズ をは じめ として少 な くない。導入 として、「後 に起 こるこ とにつ いて

の ヒン トや手 がか り」 の ある、学習者 た ちにな じみ のメデ ィア作品体験 か ら授業 に入 ってい るので

ある。 「指 導手順 」の1は この よ うな導入 であ る。

　 「指導手順 」2は 、『こ うえんで_　 四つ のお話』の 「語 り」の特徴 に気づ かせ よ うとす る働 きか

けが中心 となってい る。読み方 につ いては くわ しく触れ られ ていない が、読み 聞かせ を した後 に、

四つ の話 は別 々の こ とを語 ってい るのか、それ とも同 じことについ て語 ってい るのか、 とい った質

問 を しなが ら、再度 この絵本 を読み 、絵 の仕掛 け につ いて気づ いた こ とを述べ させ る等 の展開 が考

え られ る。

　 「指導手順 」3で は、2を ふま えて、表紙 をあ らためて じっ く りと 「見 る」 こ とを学習者 に求 め

て いる。それ をふ まえて 「指導 手順」4で は、 「さい し ょの話」 を再 度読 み聞かせ 、 「伏線 」 と 「予

告 され た 出来事 」を、例 に従 って書 き出 させ るとい う学習が行 われ る。 「指 導手順 」5で は、それ を

ペ アで継 続 してい き、 「指 導手順 」6で 発 見 した ことを共有 す るので ある。

　 「ま とめ」 で は、学習者 たちに 「五番 目の話 」 を考 え させ る学習 が続 く。読者 と して実行 してき

た 「伏線 」 の発 見 と 「予告 され た 出来 事」の想像 の繰 り返 しのなかで 、 この作 品の 「論理 」 をふ ま

えた活 動で あ る。「舞 台設定 」や 「登場人物 の個性 」を再考す るこ とに よって可能 にな る活動 であ る。

『こ うえん で一.四 つ のお話』 はそ の語 りも構成 もかな り巧み につ くられてお り、 これ に 「五番 目

一82一



の話」を付け加 えること自体に無理があるようにも思われるが、そもそもこの作品は、作者ブラウ

ン自身がかってつ くった 『こうえんのさんぽ』 とい う絵本をまった く違った語 り方で再構成 してで

きあがったものであることを考 えると5、この 「五番 目の話」をつくるとい う活動はあながち無理な

活動ではない。た とえば、二頭の犬たちか らこの公園への散歩のことを描いてみ るとどうなるか、

と考える学習者があらわれるかもしれない。

　 「伏線」を考える授業でありながら、登場人物の造型 とそれ らが持つ意味について、あるいは作

品の構成について考えさせる授業展開になっている。それは、舞台設定や登場人物の個性 を見極め

ていくことを学習者に要求する営みにもなってお り、「伏線」について考えることが、文学作品を深

く理解するための大切なきっかけになることを教える。

　このような営みを積み重ねていくことで、作品解釈のための 「マ トリックス」が学習者 の頭のな

かにかたちつ くられていくに違いない。『こうえんで_　 四つのお話』でやったように して、物語や

小説の 「伏線」に気づ くことができるような読み方をしてみるよう学習者 に働きかけることは、そ

の物語や小説を精読す る意欲 と力をもたらす ことになるだろう。

6　 　「読解力」育成に果たす絵本の役割

　 ヴァン ・ザイル らの著書においては、「5」 に考察 した以外にも、8つ の 「文学的要素」の学習

のために多 くの絵本が選ばれ、「モデル ・作品」以外の絵本については、それ らを扱 うヒン トが簡潔

に提示 されている。授業者はそれぞれ、「モデル ・作品」の授業プランを手本 としなが ら、そこにあ

げられている絵本を 「教材化」 していくのであろ う。

　 「5」で取 り上げた 『スパイダー屋敷の晩餐会』『こうえんで...四 つのお話』それぞれを用いた

モデル授業に示 された活動は教科書教材の分析の手がか りを児童生徒にもた らす ものであると考え

ることができる。たとえば、「白いぼ うし」(あ まんきみこ)や 「ごんぎつね」(新美南吉)の ような

作品は、登場人物 を分析することによって作品の深い構造を探ることが可能である。『スパイダー屋

敷の晩餐会』をモデル作品 として示 された授業はそのためのきっかけをもた らすのではないだろ う

か。また、『こうえんで...四 つのお話』をモデル作品とした 「伏線」を捉える授業は、中学校教科

書教材 「少年の日の思い出」(ヘルマン ・ヘ ッセ、高橋健二訳)や 高等学校教科書教材 「こころ」(夏

目漱石)を 読むためのヒン トをもた らすものであると言ってよいだろう。絵本を楽 しむ とい うこと

か ら始めて、それにとどまらず、「読解力」を育ててい くためのモデル作品として用いるこうした試

みを工夫 していく必要がある。 もちろん、上に掲 げたよ うな教科書教材 となっている作品を読むに

あたって、このような働 きかけを必ず しも必要 としない学習者 もいるだろ う。 しか し、作品と交流

するきっかけを見出しがたい学習者にとって、読むことと解釈す るためのヒン トをもた らす可能性

がある。本稿で考察 した、 ヴァン ・ザイル らの提案する一連の授業は 「理解のための方法」を、一

人ひ とりの子 どもが駆使できるようにするための呼び水的な実践なのである。

　 ヴァン ・ザイル らの著作には、8つ の 「文学的要素」についての知識が、児童生徒の作品 との 「取

5ア ン ソ ニ ー ・ブ ラ ウ ン 作(谷 川 俊 太 郎 訳)『 こ う え ん の さ ん ぽ 』(佑 学 社
、1980年)の 登 場 人 物 四 人 の そ れ ぞ

れ の 「声 」 で 語 り 直 し た 作 品 が 『こ う え ん で...四 つ の お 話 』 で あ る 。 ア ン ソ ニ ー ・ブ ラ ウ ン は 、 英 国 の リ テ ラ

シ ー 教 育 研 究 者 エ ミ リ ー ・エ ヴ ァ ン ズ に よ る イ ン タ ビ ュ ー に 対 す る 応 答 の な か で 、 こ の 点 に 詳 し く 言 及 し て い

る 。Anthony　 Browne　 and　 Janet　 Evans(1998)"The　 role　ofthe　 author/artist:an　 interview　 with　 Anthony　 Browne"in

Evans(ed.)(1998)What's　 in　the　Picture:Responding　 to　Illustrations　 in　Picture　 Books.Paul　 Chapman　 Publishing,

pp.192-204.
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り組 み(engagement)」 を促 すた めの基礎 で あ る とい う考 え を うかが うこ とがで き る。彼 女 たち は同

じ出版 社か らTeaching　 Literary　Elements　 with　Picture　Books(Scholastic,2009)を 出 して い るが、 こち ら

も国語 科ス タ ンダー ドに準拠 した ものであ り、視点 、主題 、声(主 張)、 イ メー ジ、直喩、隠喩、擬

人化 、アイ ロニー 、調 刺、誇 張、オ ノマ トペ その他 の、本書 とは異 なった 「文学 的要素」 に焦点化

してい る。本稿 で考察 した本 は、前著 に比 して、要素 が焦点化 され てお り、そ こで は新 しい 『国語

科 コモ ン ・コア ・ステー ト・ス タンダー ド』(CCSS)に 準 拠 した授業 づ く りが想 定 され てい る と

み てよいだ ろ う。CCSSに 準 拠 しなが ら、読 書行為 の推進力 とな る 「仕 掛 け」を児童生 徒 に意識

化 させ る内容 とな ってい る。

　 ヴァン ・ザイル らの著作 は、 リーデ ィング ・ワー クシ ョップや リテ ラチ ャー ・サー クル で の 「ミ

ニ ・レッス ン」(吉 田,2010:ジ ェ ニ ・ポ ラ ック ・デイ他,2013)と 同 様 に、絵本 以外 の作 品 を読 むた

めの取 り立 て学習 のための ヒン トを教 師 と学習者 にもた らす もの となってい る。 と りわ け、絵本 を

使 った 「理解 のた めの方法」指 導 の具 体案の提 示で ある と判断す るこ とがで きる。学習者側 か ら見

れ ば、本や文 章や映像 作品 の意 味づ けの技法 をわか りや す く学 ぶた めの働 きか けで ある と言 えるだ

ろ う。 肝心 な ことは、個々 の絵 本の楽 しい読み を きっかけ に して 「理解 のた めの方法」 を知 る とい

うこ とで あ り、それ ぞれが絵本 作 品に取 り組む活 動 を通 して 、各 自の採 った 「理解 のた めの方法 」

を出 し合い 、本 や文 章の意味 を どの よ うにすれ ばつ くり出す こ とが できるのか とい うこ とを知 る こ

となので ある。
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付録1　 「国語 科 コモ ン ・コア ・ス テー ト・スタ ンダー ド」 との関連(Van　 Zile　et.al(2012)よ り)

　 本 書にお け る活動 と授 業 は、あ なたが州 の読 みや 国語 科の スタ ンダー ドに対応 す る手助 けになる

ばか りで な く、 コモ ン ・コア ・ステー ト ・ス タ ンダー ドに あげ られ ている活動や授 業 に も対応 して

い る。 以下 に、本書 のそれぞれ のセ クシ ョンにあた る、 コモ ン ・コア ・ステー ト ・スタ ンダー ドに

お ける文学 の読 み のスタ ンダー ドを抽 出 した。 コモ ン ・コア ・ス タンダー ドにつ いて、精 しくは、

wwwcorestadard,orgを 参 照 の こと。

舞台設定 重要 な考 えや細 部

RL.4.3:物 語 や ドラマのな かの登場人物 、設 定、出来事 につ いて、作 品内の特 定の部分

を引用 しなが ら、述べ る(た とえば 、登場人物 の考 え、言葉 、行 動)。

RL.7.3:物 語 や ドラマの一つ一 つの要 素が どの よ うに関連 してい るか 分析す る(た とえ

ば、設 定が どの よ うに登場人物 やプ ロ ッ トをかた ちつ くって いるか)

RL　8.2:登 場 人物や設 定や プロ ッ トとの関係 におい て、作品 のテーマや 中心的 な考 えを

決 めた り、作 品の なかでそれ らが どの よ うに膨 らんで い くの か とい うこ とを分析す る。

視点 技法 や構 造

RL.4.6:一 人 称 の語 りと三人称 の語 りとの違 いの よ うな、 さま ざま な物語 が どの よ うな

視点 か ら語 られ てい るか とい うことを比較 した り、対照 した りす る。

RL5.6:語 り手や話 し手の視 点が 出来事 の描 かれ方 に どの よ うに影 響 を及 ぼ してい るか

記述す る。

RL.6.6:作 者 が、作 品の語 り手や話 し手の視 点を どの よ うに開発 して い るか説 明す る。

RL7.6:作 品 内の さま ざま な登 場人物や 語 り手 の視点 を、作者 が どの よ うに開発 し、対

照 させ てい るか分析す る。

プ ロ ッ ト 重要 な考 えや細 部

RL4.3:作 品 内の特 定の部分 を引用 しなが ら、物語や ドラマ のなかの登場 人物や 設定や

出来事 を よ り深 く記述 す る(た とえば、登場人物 の考 え、言葉 、行動)

RL5.3:作 品 内の特 定の部分 を引用 しなが ら、物語や ドラマ のなかの二 つ以上 の登場人

物 、設 定、 出来事 を比較 した り、対照 させ る(た とえば、登場 人物 たちのか かわ り方)

RL6.3:あ る物 語や ドラマ のプ ロッ トが、エ ピソー ドの連 続 のなか ばか りで な く、プ ロ

ッ トが結 末 に向か うなかで登場 人物 たちが示す反 応 の仕 方や変化 の仕方 に よって、 どの

よ うに展 開 してい くのか を記述 す る。

RL　7.3:物 語 や ドラマの特定 の要素 が どの よ うに相互作 用す るのか分析す る(た とえば、

設定 が どのよ うに して登場人物 やプ ロ ッ トをかた ちつ くるか)

RL　8.3:物 語 や ドラマのな かの一連 の会 話や事柄 が、 どの よ うに行動 をか りたて、登場

人物 の全 貌 をあ き らかに し、決 断 を呼 び込む か、 とい うこ とを分析す る。

登場 人 物

の造型

重要 な考 えや細 部

RL4.3:作 品 内の特 定の部分 を引用 しなが ら、物語や ドラマ のなかの登場 人物や 設定や

出来事 を よ り深 く記述 す る(た とえば、登場人物 の考 え、言葉 、行動)

RL5.3:作 品 内の特 定の部分 を引用 しなが ら、物語や ドラマ のなかの二 つ以上 の登場人

物 、設 定、 出来事 を比較 した り、対照 させ る(た とえば、登場人 物た ちのかか わ り方)

RL.6.3:あ る物 語や ドラマ のプ ロ ッ トが、エ ピソー ドの連 続 のなか ばか りで な く、プ ロ

　 :・



ッ トが結末に向か うなかで登場人物たちが示す反応の仕方や変化の仕方によって、どの

ように展開してい くのかを記述する。

RL.7.3:物 語 や ドラマの特定 の要素 が どの よ うに相互作 用す るのか分析す る(た とえば、

設定がどのよ うに して登場人物やプロッ トをかたちつ くるか)

RL　8.3:物 語 や ドラマのな かの一連 の会 話や事柄 が 、 どの よ うに行動 をか りたて、登場

人物の全貌をあきらかにし、決断を呼び込むか、とい うことを分析する。

テー マ 重要な考えや細部

RL.4.2:作 品 の細部 を もとに して、物語 や ドラマや詩 のテーマ を決 める。

RL.5.2:物 語 や ドラマの登場人 物た ちが どの よ うに難題 に取 り組 む のか とい うことを考

えなが ら、作 品の細部 を も とに して 、物 語や ドラマや詩 のテー マを決 める。

RL.6.2:作 品 のテー マや 中心概 念 を決 め、それ が一つ一 つの概念 か らどの よ うに導かれ

るのかを確かめる。個人の意見や判断 とは異なった、作品の要約を作る。

RL7.2:作 品 のテー マや 中心概 念 を決 め、作 品の流れ のなか でそれ らが どの よ うに発展

するのかを分析する。作品の客観的な要約 を作る。

RL.8.2:作 品 のテー マや 中心概 念 を決 め、作 品の流れ のなか でそれ らが どの よ うに発展

するのかを分析する。その際に、登場人物や設定やプロッ トとそれ らとの関係 も扱 う。

伏線 技法や構造

RL5.5:一 連 の章や場 面や連 があわ さって、 どの よ うに一つ一 つの物語や ドラマや詩 の

全体構造をかたちつ くるのか説明する。

RL.6.5:特 定 の文や 章や場面や 連がそ の作 品の全体構造 をか たちつ くるのか 、また、テ

一マや設定やプロットの発展に貢献す るのか、分析する。

回想 技法や構造

RL5.5:一 連 の章や場 面や連 があわ さって、 どの よ うに一つ一 つの物語や ドラマや詩 の

全体構造をかたちつ くるのか説明する。

RL.6.5:特 定 の文や 章や場面や 連がそ の作 品の全体構造 をか たちつ くるのか 、また、テ

一マや設定やプロットの発展に貢献す るのか、分析する。

比喩表現 技法や構造

RL　5.4:隠 喩や直喩 といった比喩的な言葉を含めた、単語や語句の意味が作品のなかで

どの よ うに使 われて い るの か とい うこ とを決 め る。

RL.6.4:隠 喩や直喩 といった比喩的な言葉を含めた、単語や語句の意味が作品のなかで

どのように使われているのかとい うことを決める。特定の単語が意味や トーンに与える

イ ンパ ク トを分 析す る。

RL.7.4:隠 喩や直喩 といった比喩的な言葉を含めた、単語や語句の意味が作品のなかで

どのように使われているのかとい うことを決める。 押韻その他の音声の繰 り返 し(た と

えば、頭韻法)が 、一つ一つの短詩や詩の連や物語や ドラマの部分に及ぼすインパ ク ト

を分析する。

RL.8.4:隠 喩や直喩 といった比喩的な言葉を含めた、単語や語句の意味が作品のなかで

どのように使われているのかとい うことを決める。他の作品についてのアナロジーやほ

のめかしを含めた、特定の語選択が意味や トーンに及ぼすインパ ク トを分析する。
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付録2

　 よ り。

『スパ イダー屋敷 の晩餐会 』を使 ったモデル授 業の プ リン ト「教 訓話 」　 Van　Zile　et.al(2012)

卜

　 ..



付録3　 『スパ イダー屋 敷の晩餐 会』を使 ったモ デル授業 の プ リン ト「登場 人物の ウェ ブ」　 Van　Zile

　 et.al(2012)よ りo

(広島大学)
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